
インターネット福祉保健モニター　アンケート結果

＜アンケートの設問＞

Q1
あなたの身近（親戚、近隣所など）にひとり親家庭（母子家庭、父子家庭）の方、または過去にひとり親家庭
であった方はいますか。

Q2
Q1で「身近に母子家庭の方がいる」または「身近に父子家庭の方がいる」と答えた方は、その方に対して何か
支援をしていますか、または、過去にしていましたか。

Q3
Q1で「自分が現在ひとり親家庭の親である、または過去にひとり親家庭の親であった」または「自分が現在ひ
とり親家庭の子である、または過去にひとり親家庭の子であった」と答えた方は、身近な方から何か支援を受
けていますか、または、過去に受けていましたか。

Q4
東京都では、ひとり親家庭の総合支援窓口として東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」を設置し、ひと
り親家庭及び関係者に対し、生活相談、就労支援等を行い、ひとり親家庭の自立促進を図っています。あなた
は、この東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」を知っていましたか。

Q5
Q05 Q4で「知っている」または「聞いたことはあるが、詳しい支援内容を知らない」と答えた方は、どのよう
な経緯で知りましたか。

Q6
東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」は、主に下記のような支援を行っていますが、このうち、どの支
援が効果的だと思いますか。

Q7
あなたは、夫婦が離婚した場合に、子供の成長のために別れた親と子供との交流を持たせるべきだと思います
か。

Q8
離婚後、子供と別れて暮らす親が定期的に子供と会って話をしたり、一緒に遊ぶなどして交流することを「面
会交流」と言います。夫婦が離婚する際には、子供との面会交流について取り決めるよう民法で明記されてい
ます。あなたは、この面会交流について知っていましたか。

Q9
区市町村窓口には、母子家庭・父子家庭等からの相談に応じる「母子自立支援員」が配置されており、母子家
庭・父子家庭等の自立に必要な情報提供及び指導、職業能力の向上、求職活動などに関する支援を行っていま
す。あなたは、この「母子自立支援員」について知っていましたか。

Q10
Q9で「知っている」又は「聞いたことがあるが、詳しい職務内容は知らない」と答えた方にお尋ねします。ど
のような経緯で知りましたか。

Q11 母子自立支援員は次に掲げる様々な活動を行っていますが、この中で支援員に最も期待する活動は何ですか。

Q12 もし、あなたが母子自立支援員に相談を行う場合、相談し易いと思う環境は何ですか。

Q13
もし、あなた自身がひとり親になった場合、まずどこに（誰に）相談したいと思いますか。また、現在ひとり
親家庭の方はどこに（誰に）相談したいと思いますか。

Q14
もし、あなた自身がひとり親になり、支援に関する情報を得たいと思ったとき、どこに支援の情報があると良
いですか。また、現在ひとり親家庭の方は現在どこに支援の情報があると良いですか。

Q14
もし、あなた自身がひとり親になった場合、まず最初に困ると思うことはどんなことですか。現在ひとり親家
庭の方は、ひとり親になった時に困ったことについてお答えください。

Q16
東京都では現在、ひとり親家庭向けの様々な支援を行っていますが、どの行政サービスが有効だと思います
か。

Q17 Q16で挙げた行政サービスの他、どんなサービスがあったら良いと思いますか。

Q18 ひとり親家庭への支援について、あなたの御意見をお聞かせください。（自由記述）

「ひとり親家庭に対する意識」について



Q1.あなたの身近（親戚、近隣所など）にひとり親家庭（母子家庭、父子家庭）の方、または過去にひ
とり親家庭であった方はいますか。

身近に母子家庭の方がいる

身近にひとり親家庭の方はいない

身近に父子家庭の方がいる

【全 体】(N=195)

身近にひとり親家庭の方がいるかどうか分からない

自分が現在ひとり親家庭の親である、または過去に
ひとり親家庭の親であった

身近（親戚、近隣所など）にひとり親家庭（母子家庭もしくは父子家庭）の方、または過去にひとり親
家庭であった方かいるかどうかを聞いたところ、「母子家庭がいる」が50.8％、「父子家庭がいる」が
14.9％で、65.7%が身近に「ひとり親家庭がいる」と答えた。

自分が現在ひとり親家庭の子である、または過去に
ひとり親家庭の子であった

その他

50.8  

28.2  

14.9  

5.1  

5.1  

5.1  

4.6  
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Q2.Q1で「身近に母子家庭の方がいる」または「身近に父子家庭の方がいる」と答えた方は、その方
に対して何か支援をしていますか、または、過去にしていましたか。

【全 体】(N=108)

ひとり親家庭の親または子から、相談を受けることが
ある

積極的に様子を見るなど、声をかけている

その他

特に支援はしていない

身近にいるひとり親家庭（母子家庭、父子家庭）の方に対して、支援をしているかもしくは過去に支援
をしていたか聞いたところ、「相談を受けることがある」が25.0％、次いで「声をかけている」という方が
23.1%であった。一方、「特に支援はしていない」人は51.9％おり、半数を占めた。

子供を自宅で預かることがある

子供の送り迎えを行うことがある

25.0  

23.1  

10.2  

6.5  

8.3  

51.9  

0% 20% 40% 60%



自分が現在もしくは過去にひとり親家庭であった方に、身近な方から何か支援を受けてるかどうか聞
いたところ、「子供を預かって貰ったことがある」が30.0％、次いで「子供の送り迎えをして貰ったことが
ある」という方が25.0%であった。一方、「特に支援はしていない」人は55.0％おり、半数を占めた。

その他

支援を受けたことはない

ひとり親家庭であることについて、相談をしたことが
ある

Q3.Q1で「自分が現在ひとり親家庭の親である、または過去にひとり親家庭の親であった」または「自
分が現在ひとり親家庭の子である、または過去にひとり親家庭の子であった」と答えた方は、身近な
方から何か支援を受けていますか、または、過去に受けていましたか。

子供を預かって貰ったことがある

子供の送り迎えをして貰ったことがある

様子を見てもらうなど、声をかけて貰ったことがある

【全 体】(N=20)

30.0  

25.0  

10.0  

5.0  

10.0  

55.0  
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Q4.東京都では、ひとり親家庭の総合支援窓口として東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」を設
置し、ひとり親家庭及び関係者に対し、生活相談、就労支援等を行い、ひとり親家庭の自立促進を
図っています。あなたは、この東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」を知っていましたか。

【全 体】(N=195)

東京都が設置している東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」を知っているかどうか聞いたとこ
ろ、「知らない」が70.3％で多数を占めた。

知っている 

6.2% 

聞いたことはある

が、詳しい支援内容

を知らない 

23.6% 

知らない 

70.3% 



東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」を知っているもしくは聞いたことはあるが詳しい支援内容
は知らないと答えた方に対して、「はあと」をどのような経緯で知ったか聞いたところ、「東京都の広報
誌・パンフレット等の紙媒体で見た」が62.1％で、東京都の広報活動にて知った方が多数を占めた。

知人・友人から聞いた

区市町村等の窓口で知った

区市町村のホームページで見た

その他

「はあと」のホームページを見た

「はあと」が出版する広報物を見た

テレビや新聞などマスメディアで見た

Q5.Q4で「知っている」または「聞いたことはあるが、詳しい支援内容を知らない」と答えた方は、どの
ような経緯で知りましたか。

東京都の広報誌・パンフレットなど紙媒体で見た

区市町村の広報誌・パンフレットなど紙媒体で見た

東京都のホームページで見た

【全 体】(N=58)

62.1  

22.4  

20.7  

12.1  

12.1  

10.3  

10.3  

6.9  

0.0  

3.4  
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東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」で行っている支援の中で効果的だと思う支援内容を聞い
たところ、「子育てなどの生活一般にまつわる心配ごとの相談支援」が72.3％、次いで「就業相談・就
業支援・職業紹介」が55.9％であった。

在宅ワークに関する相談支援

パソコンのスキルアップ講習会

その他

在宅ワークに関する研修プログラム

親子の面会交流についての相談支援

離婚前後の養育費の取り決めについての相談支援

Q6.東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」は、主に下記のような支援を行っていますが、このう
ち、どの支援が効果的だと思いますか。

子育てなど生活一般にまつわる心配ごとの相談支援

就業相談・就業支援・職業紹介（仕事探しの相談や
履歴書の書き方、面接についてのアドバイス）

子供を対象にした無料の学習塾

【全 体】(N=195)

72.3  

55.9  

36.9  

32.3  

26.2  

23.1  

22.1  

12.8  

10.3  
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Q7.あなたは、夫婦が離婚した場合に、子供の成長のために別れた親と子供との交流を持たせるべ
きだと思いますか。

【全 体】(N=195)

夫婦が離婚した場合に、子供の成長のために別れた親と子供との交流を持たせるべきかどうか聞い
たところ、「交流をもつべきだと思う」が41.5％であった。

子供は別れた親と

は交流を持つべき

だと思う 

41.5% 

子供は別れた親と

は交流を持たない

方が良いと思う 

4.6% 

どちらとも言え

ない 

50.8% 

分からない 

3.1% 



Q8.離婚後、子供と別れて暮らす親が定期的に子供と会って話をしたり、一緒に遊ぶなどして交流す
ることを「面会交流」と言います。夫婦が離婚する際には、子供との面会交流について取り決めるよう
民法で明記されています。あなたは、この面会交流について知っていましたか。

【全 体】(N=195)

「面会交流」について知っていたかどうか聞いたところ、「知っていた」が67.2％であった。そのうち
「「面会交流」という言葉を知っていたが、民法で明記されていることは知らなかった」という方が
24.1％であった。

知っていた 

43.1% 

「面会交流」という言

葉は知っていたが、

民法で明記されて

いることを知らな

かった 

24.1% 

「面会交流」という

言葉を知らなかった 

32.8% 



Q9.区市町村窓口には、母子家庭・父子家庭等からの相談に応じる「母子自立支援員」が配置されて
おり、母子家庭・父子家庭等の自立に必要な情報提供及び指導、職業能力の向上、求職活動などに
関する支援を行っています。あなたは、この「母子自立支援員」について知っていましたか。

【全 体】(N=195)

区市町村に配置されている「母子自立支援員」について知っていたかどうか聞いたところ、「知らな
かった」が53.3％で半数を占めた。

知っていた 

19.5% 

聞いたことがある

が、詳しい職務内容

は知らなかった 

27.2% 

知らなかった 

53.3% 



区市町村等の窓口で知った

地域で開催されるイベントや講習会で知った

「母子自立支援員」について知っていた方がどのような経緯で知ったかか聞いたところ、「東京都の広
報誌・パンフレットなどの紙媒体で見た」が36.3％、次いで「区市町村の広報誌・パンフレットなどの紙
媒体で見た」が27.5％で、行政が発行する広報誌などの紙媒体で知った方が大半であった。

Q10.Q9で「知っている」又は「聞いたことがあるが、詳しい職務内容は知らない」と答えた方にお尋ね
します。どのような経緯で知りましたか。

東京都の広報誌・パンフレットなど紙媒体で見た

区市町村の広報誌・パンフレットなど紙媒体で見た

テレビや新聞などマスメディアで見た

【全 体】(N=91)

東京都のホームページで見た

その他

知人・友人から聞いた

区市町村のホームページで見た

36.3  

27.5  

20.9  

17.6  

14.3  

8.8  

6.6  

3.3  

11.0  

0% 10% 20% 30% 40% 50%



「母子自立支援員」の活動の中で最も期待する活動について聞いたところ、「ひとり親家庭が抱える
悩みを聞くなど相談にのること」が47.7％、次いで「ひとり親家庭が利用できるサービスについて、情
報提供を行うこと」が44.6％であった。

その他

相談者の状況に合わせた、自立のためのプランを作
成すること

ひとり親家庭を訪問して、定期的な見守りを行うこと

Q11母子自立支援員は次に掲げる様々な活動を行っていますが、この中で支援員に最も期待する活
動は何ですか。

ひとり親家庭が抱える悩みを聞くなど相談にのること

ひとり親家庭が利用できるサービスについて、ひとり
親家庭へ情報提供を行うこと

相談のあったこと等について各支援機関（ハロー
ワーク等）につなぎ、連絡・調整を行うこと

【全 体】(N=195)

47.7  

44.6  

39.0  

37.4  

34.9  

3.6  

0% 20% 40% 60%



「母子自立支援員」に相談を行う場合の相談し易いと思う環境について聞いたところ、「豊富な知識を
持っている人がいること」が62.6％、次いで「複数の支援員から相談する人を選ぶことができること」が
42.6％、「同じ体験をしている支援員がいること」が37.4％で、支援員の資質や経験を重視する方が多
数を占めた。

その他

支援員が自分と同性であること

経験年数が長い相談員がいること

支援員が自分と同世代であること

Q12.もし、あなたが母子自立支援員に相談を行う場合、相談し易いと思う環境は何ですか。

ひとり親支援制度に関する豊富な知識を持っている
人がいること

複数の支援員から相談する人を選ぶことができるこ
と

同じ体験（現在、あるいは過去にひとり親家庭であっ
た）をしている支援員がいること

【全 体】(N=195)

62.6  

42.6  

37.4  

26.7  

23.1  

15.9  

4.6  

0% 20% 40% 60% 80%



母子自立支援員

Q13.もし、あなた自身がひとり親になった場合、まずどこに（誰に）相談したいと思いますか。また、現
在ひとり親家庭の方はどこに（誰に）相談したいと思いますか。

東京都ひとり親家庭支援センター「はあと」

自分や配偶者の親

友人・知人

【全 体】(N=195)

親以外のその他親族

塾や習い事の先生

その他

もしひとり親になった場合に、まずどこに（誰に）に相談したいと思うか聞いたところ、「東京都ひとり親
家庭センターはあと」が47.7％、次いで「自分や配偶者の親」が41.0％であった。

相談しない

保育所や学校の先生

職場の人

47.7  

41.0  

34.4  

34.4  

13.8  

7.2  

6.2  

1.0  

5.1  

2.1  

0% 20% 40% 60%



東京都のホームページ

区市町村の広報物

東京都の広報物

もしひとり親になり支援に関する情報を得たいと思ったとき、どこに支援に関する情報があると良いと思うか
聞いたところ、「区市町村の窓口」が70.3％、次いで「区市町村のホームページ」が53.3％で、より身近な自
治体に情報があると良いという結果であった。

電車・バス等公共交通機関の広告

新聞・テレビ等のマスメディア

街中にある地区掲示板

その他

Q14.もし、あなた自身がひとり親になり、支援に関する情報を得たいと思ったとき、どこに支援の情報がある
と良いですか。また、現在ひとり親家庭の方は現在どこに支援の情報があると良いですか。

【全 体】(N=195)

区市町村の窓口

インターネット上の民間サイト・ブログ

区市町村のホームページ

70.3  

53.3  

42.1  

32.3  

24.6  

17.9  

12.3  

11.3  

9.7  

3.6  

0% 20% 40% 60% 80%



もしひとり親になった場合、まず最初に困ると思うことについて聞いたところ、「仕事と子育ての両立が時間
的に難しいこと」が61.5％、次いで「世帯収入が減ってしまうこと」が52.3％で、経済的な面で困るという意見
が多数を占めた。

子育ての方法が分からないこと

その他

Q15.もし、あなた自身がひとり親になった場合、まず最初に困ると思うことはどんなことですか。現在ひとり
親家庭の方は、ひとり親になった時に困ったことについてお答えください。

【全 体】(N=195)

仕事と子育ての両立が時間的に難しいこと

家事が出来ないこと

世帯収入が減ってしまうこと

住居を確保すること

仕事を見つけること

相談出来る相手がいないこと

61.5  

52.3  

45.6  

43.6  

25.1  

16.9  

10.8  

4.1  

0% 20% 40% 60% 80%



東京都で行っているひとり親家庭向けの様々な支援のうち、有効であると思う行政サービスについて聞いた
ところ、「各種手当の支給など経済的支援」が64.1％、次いで「生活相談支援」が48.2％、「就職支援」が
45.1％で、経済的なサポートが有効であるという意見が多数を占めた。

その他

養育費に関する相談支援

子供のための学習支援

在宅ワークに関する支援事業

面会交流支援

Q16.東京都では現在、ひとり親家庭向けの様々な支援を行っていますが、どの行政サービスが有効だと思い
ますか。

【全 体】(N=195)

各種手当の支給などの経済的支援

資金の無償貸付などの経済的支援

区市町村・福祉事務所等での生活相談支援

就業支援（求人情報の提供や職業訓練）

各種制度の優先利用（保育サービスの優先利用など）

家事や育児を支援するホームヘルパーの派遣

64.1  

48.2  

45.1  

43.1  

38.5  

37.4  

37.4  

31.8  

23.1  

11.8  

3.6  
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ひとり親の子供の送迎を代行するホームヘルパーの派遣

ひとり親の親子がリフレッシュ出来る施設の利用助成

ひとり親家庭の親や子供が、他のひとり親家庭と交流できる
場所・機会を提供する

外国人のひとり親家庭への専門支援

ステップファミリーへの支援

東京都で行っているひとり親家庭に対する行政サービスのほかに、どんなサービスがあれば良いかについて
聞いたところ、「子供の心のサポート」が50.8％、次いで「父子家庭への支援強化」が46.7％であった。

その他

特にない

Q17.Q16で挙げた行政サービスの他、どんなサービスがあったら良いと思いますか。

【全 体】(N=195)

ひとり親家庭の子供の心のサポート（悩み相談等）

ひとり親への支援をまとめた冊子の配布

父子家庭への支援強化

50.8  

46.7  

43.6  

41.0  

37.4  

27.7  

19.5  

13.8  

1.5  

1.5  

0% 20% 40% 60%



・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 家族や親族が手伝っているケースもあり、子供の年齢により必要なサービスが変わると思う。乳幼児から学童
期までは、熱発等病気の時にみてくれる保育ママやショートステイ、保育園の送迎、無料の塾等が考えられ、
思春期では、精神的なサポートができる人・集まれる場所・学費の援助等が考えらる。また格安ツアーやアトラ
クションの割引券なども、ＱＯＬを高めるためにあるといいと思う。さらに東日本大震災や他の災害で一人親世
帯になった方達の援助、例えば東京にお招きして楽しんでいただく等地方との交流も検討してもらいたい。（女
性、50代、福祉サービス提供事業従事者）

突然に死別などで一人親になってしまった時には、準備期間などもなく、情報も手に入れにくいから、ワンストッ
プで情報提供や手続きができる機関や専門職がいるといい。（女性、50代、福祉サービス提供事業従事者）

面前での対話が気軽にできること、心の安心を与える場所として、会話による悩み相談、解決への支援等の解
決策の提案、具体的支援の充実等で、相談窓口の充実をするべきである。（男性、60代、無職）

ひとり親となる理由は多種あることから、有用な支援策とは一人一人に対応できる内容でなければならないと
思う。そのためには豊富な知識と経験をもった相談窓口の人材確保が重要だと思う。また、ひとり親家庭に対
しては各種相談窓口の紹介や相談事例を紹介した手引き書等を配布といった情報提示を行うことも必要だと
思う。そして各種相談窓口はひとり親家庭の「親」だけでなく、「子ども」の側からの相談にも対応できる体制で
なければならないと強く感じる。子が健やかな成長を遂げることができるような細分化された支援策の強化が
なされることに期待したい。（女性、40代、その他）

ひとり親家庭にも、様々な状況や環境があり、収入や支援者の有無、そのサポートの程度には個人差があり、
その格差も大きいと思う。両親が揃っていても、虐待や経済的困難を抱えている方もいる。ひとり親と言う枠組
みだけで限定せず、家庭の相談内容に応じての支援や相談援助、カウンセリング、生活におけるサポート、各
機関への連絡調整が必要だと思う。その上で、困っていることの解決機関の一つとしてひとり親への支援セン
ターが機能してほしいと思う。（女性、50代、福祉サービス提供事業従事者）

3　支援に関すること

身近なところや地域に、様々な問題に対して相談できる人がいることが望ましい。相談支援員の存在があまり
知られていないので、今後機会があったら一人親家庭の方々に教えてあげようと思う。（男性、70歳以上、団
体職員）

ひとり親家庭の場合、当事者が困ったときに、的確に対応や相談する相手がいない場合が多いので、相談機
関の周知をしておく必要があると思う。また周りの人たちも、相談機関や対応の知識も必要になると思う。当事
者にとってはかなりのハンデイーがあるため、接するときには誠意を持つことが肝要である。（男性、70歳以
上、無職）

Q18.ひとり親家庭への支援について、あなたの御意見をお聞かせください。【自由意見】

 ひとり親家庭への支援についての意見を聞いたところ、150人から自由意見が寄せられた。主な意見は以下のとお
りである。

２ 相談窓口の周知に関すること

普通はあまり知られていないのではないかと思うので、はあとなどの支援・相談の窓口があることを広く知らせ
る必要があると思う。（女性、70歳以上、主婦）

１　環境づくりに関すること

ひとり家庭は今や珍しくない事であり、子供を抱えて仕事と家事、育児を一人でやる事の大変さや苦労は個々
に違いがあるとはいえ、不安や心配が尽きないと思う。特に父子家庭は今まで家事育児を積極的に参加して
ないと、ある日から子育てと家事をしなくてはならなく、仕事にも影響が出て離職なんて事を聞いた事がある。
父子家庭は、母子家庭の場合にある貸付制度がなく金銭面にも差があるように感じた。ひとり親は何ごとも一
人で抱えてしまいどうにもならない状況まで頑張っているように思い、何か早期にサポートを気軽に受けれる環
境づくりも大切だと思った。（女性、40代、主婦）

同じ境遇の人などと交流できる場所があれば、ひとり親にとって心強いと思う。ひとり親の仕事や住居、家事の
サポートを区政が積極的に行い、大人の不安を解消することで、子供の心配やストレスも緩和されると考える。
（女性、40代、会社員）
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